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今日は、ＵＤ（ユニバーサルデザイン）についての話をしたいと思います。 

近年、よく耳にする言葉ですが、皆さんはどこかで聞いたことがありますか？ 

あらためて言葉の意味を検索してみると・・・ 

   『すべての人のためのデザイン』 『みんなにやさしいデザイン』 

と出てきます。『年齢や性別、文化や身体の状況など、様々な個性や違いにかかわらず、すべての人に 

とって使いやすいデザイン』のことをさしています。私たちの身近な生活の中にも、たくさんのＵＤ 

的視点が含まれたモノが沢山あります。 

例えば・・・ 

〇シャンプー容器に付けられたギザギザ（リンスと区別するため） 

〇コイン投入口・選択ボタン・取り出し口が中間部分についた自動販売機（誰でも利用しやすいため） 

〇缶ビールのふた部分に点字で『ビール』と書かれた商品（ジュースやお茶と間違えないため） 

是非、みなさんも登下校や休日どこかへ出かけた際に、身の回りにあるＵＤに目を向けてみてはど

うでしょうか？思った以上に、沢山のＵＤに囲まれながら、自分たちが生活していることに気づける

はずです。そして、将来『ものづくり』をとおして人々の生活を支える皆さんにとって、このような

視点は、とても貴重な学びになると思っています。 

では、最後に・・・ある日の放課後に３名の生徒と一緒に、米工ユニバーサルデザインを探しに、

校内を散策した時の写真を紹介して終わりにします。～米工にも沢山のＵＤ見つけましたよ！～�� 

 
 
 
 
 
 
                     
  
      
 
 
 
 
 
〇手話学習会・・・２月１４日（火）～１６日（木） 
１学年全クラスを対象に、手話学習会を開催しました。障がいへの理解学習と手話普及活動の観点から、３名の 
先生をお招きし開催しました。引き続き、校内での特別支援教育の充実に向けて取り組んでいきます。 

 

 

 

行事予定    ３月２２日(水)：2年地元企業説明会（午前）  ２４日(金)：終業式 
  今週末の大会等：ボート全国選抜（静岡） 
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